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人口と世帯数
（平成21年1月１日現在）

人　口　8,196人（－  1）
　男　　4,１14人（ 5）
　女　　4,082人（－ 6）
世帯数　2,902世帯（ 15）

（　）内は前月比

感謝の気持ちを大切に！
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１月 12日
に町公民館

にて成人式

が行われ、
今年は 11

7 名の新成

人のみなさ
んが、夢に

向かう新た

な門出を迎
えられまし

た。
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協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

幸
い
一
昨
年
、
本
町
に
脳
神
経
外

科
で
世
界
最
高
と
称
賛
さ
れ
る
福

島
孝
徳
先
生
を
最
高
顧
問
に
迎
え

た
「
塩
田
病
院
付
属
福
島
孝
徳
記
念

ク
リ
ニ
ッ
ク
」
が
開
院
し
、
地
元
住

民
の
ひ
と
り
と
し
て
大
き
な
喜
び

を
感
じ
て
い
ま
す
。

今
後
は
ぜ
ひ
、
ベ
ッ
ド
数
や
診
療

科
目
の
増
設
、
指
定
救
急
医
療
機
関

へ
の
事
業
の
拡
大
を
お
願
い
し
、
こ

の
地
域
の
救
急
体
制
の
整
備
充
実

に
向
け
た
医
療
拠
点
の
ひ
と
つ
と

し
て
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
と
し
て
も
側
面
か
ら
の
支
援
を

考
え
て
い
ま
す
が
、
現
在
、
お
隣
の

茂
原
市
と
協
力
し
て
、
ク
リ
ニ
ッ
ク

付
近
に
圏
央
道
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
が
設
置
で
き
る
よ
う
関
係

機
関
に
働
き
か
け
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
ク
リ
ニ
ッ
ク
だ
け
で

は
な
く
、
地
域
づ
く
り
に
と
っ
て
の

起
爆
剤
と
し
て
も
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
は
絶
大
な
効
果
が
あ
る
と
思

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
と
も
実
現
で
き

る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
町
民
の
皆
様
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
道
路

な
ど
の
社
会
基
盤
の
整
備
に
よ
る

住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
や
、
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
地
産
地
消

な
ど
の
推
進
に
よ
る
生
き
生
き
と

働
け
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

と
も
あ
れ
、
地
方
分
権
が
進
展

た
併
設
す
る
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
の
一
時
保
育
サ
ー
ビ
ス
、
子
育

て
相
談
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
家
庭

に
あ
っ
た
応
援
体
制
を
整
え
て
い

く
こ
と
な
ど
が
で
き
る
よ
う
に
と

考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
小
学
3
年
生
ま
で
を
対
象

と
し
た
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ

い
て
も
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
今
以
上

に
子
育
て
の
支
援
を
広
げ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

保
護
者
の
皆
様
が
安
心
し
て
子

育
て
の
で
き
る
環
境
、
そ
し
て
こ
ど

も
達
が
の
び
の
び
と
育
つ
環
境
が

町
の
元
気
の
も
と
の
ひ
と
つ
だ
と

思
い
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
の
ご

意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
最
優
先

施
策
と
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

二
つ
め
と
し
て
、
最
近
頻
繁
に
救

急
患
者
の
た
ら
い
回
し
に
よ
る
死

亡
が
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
私
た

ち
の
地
域
で
も
夜
間
や
休
日
な
ど

救
急
の
受
け
入
れ
先
が
見
つ
け
に

く
い
状
況
は
同
様
で
す
。
人
命
に
か

か
わ
る
問
題
で
す
の
で
、
一
日
も
早

く
解
決
策
を
講
じ
た
い
と
思
い
ま

す
。そ

の
た
め
に
は
、
千
葉
県
や
近
隣

の
関
係
市
町
村
、
医
師
会
な
ど
関
係

機
関
と
お
互
い
に
知
恵
を
し
ぼ
り

し
、
財
政
は
さ
ら
に
厳
し
く
な
る
と

予
測
さ
れ
る
な
か
、
行
政
の
で
き
る

こ
と
は
限
ら
れ
て
き
ま
す
。
行
政

は
、
い
わ
ゆ
る
「
選
択
」
の
時
代
を

迎
え
た
と
い
え
ま
す
。

地
方
分
権
の
時
代
に
、
住
民
に
最

も
身
近
な
自
治
体
だ
か
ら
こ
そ
で

き
る
施
策
を
展
開
し
「
子
や
孫
に
誇

れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
皆
様
方
の
ご
多
幸
を
祈

念
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
町
政
へ

の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

し
て
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。

新
年
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
は
、
新
春
を

健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
旧
年
中
は
町
行
政
に
対
し

ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
21
年
の
新
春
に
あ
た
り
、
本

年
の
抱
負
の
一
端
を
述
べ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

ま
ず
、「
認
定
こ
ど
も
園
」
事
業

に
つ
い
て
で
す
が
、
現
在
本
町
の
児

童
福
祉
施
設
、
幼
児
教
育
施
設
は
、

保
育
所
２
所
と
幼
稚
園
１
園
で
運

営
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
３
施
設
を
合
体
し
保
育

所
と
幼
稚
園
の
良
い
と
こ
ろ
を
兼

ね
備
え
、
か
つ
子
育
て
支
援
の
拠
点

と
な
る
セ
ン
タ
ー
を
併
設
す
る
「
認

定
こ
ど
も
園
」
を
平
成
22
年
春
の
開

園
に
向
け
、
近
く
建
設
に
と
り
か
か

る
予
定
で
す
。

完
成
後
に
は
、
保
育
・
幼
児
教
育

受
入
れ
の
形
態
が
増
え
る
こ
と
、
ま

て
平
た
ん
な
道
の
り
と
は
言
え
ま

せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
中
、
町
で
は
少
子
化

の
時
代
を
迎
え
若
い
世
代
が
減
っ

て
き
て
お
り
ま
す
。
ま
た
働
く
女
性

の
増
加
な
ど
、
児
童
を
取
り
巻
く
環

境
は
変
化
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
子

育
て
支
援
の
充
実
に
向
け
て
、
幼
稚

園
・
保
育
所
の
統
合
を
目
指
し
、「
認

定
こ
ど
も
園
」
と
し
て
平
成
22
年
４

月
の
開
園
に
向
け
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
議
員

一
丸
と
な
り
行
政
と
協
調
し
て
長

柄
町
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
に
向

け
、
ま
た
、
よ
り
豊
か
な
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
取
り
組

む
と
と
も
に
、
町
政
の
進
展
と
住
民

福
祉
の
向
上
の
た
め
、
一
生
懸
命
努

力
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
な
お
一
層
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
本
年
も
皆
様
方
に
と
り

ま
し
て
、
健
康
で
幸
多
い
年
に
な
り

ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

長
柄
町
議
会
を
代
表
い
た
し
ま

し
て
謹
ん
で
新
年
の
ご
祝
詞
を
申

し
上
げ
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お
健
や

か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
、
町
議
会
の
活
動
に
対
し
ま

し
て
は
、
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
、
議
員
一
同
心
か
ら

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
我
が
国
の
経
済
も
米
国
の

サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
に
端
を
発
し

て
、
株
式
価
額
の
下
落
な
ど
先
行
き

が
不
透
明
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
地
方
分
権
が
進
む
中
、
地
方
公

共
団
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然

と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
き
、
決
し

町　長
成 嶋 尚 武

議会議長
蒔 田　 穠

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
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昭和オールドカークラブ実行委員会
滝　口　敏　行　　様

金額10万円

　町内で開催された昭和オールドカークラブ実
行委員会主催イベントの際の募金を上記のとお
り長柄町の交通安全などのためにと、ご寄付い
ただきました。
　厚くお礼申し上げます。

　議員定数の６分の１を超える欠員が生じたため町
議会議員補欠選挙が2月1日に執行されます。（選
挙すべき議員の数 3人）
　この選挙は、私たち町民にとって最も身近な選挙
ですので棄権せず必ず投票しましょう。

◆投票時間　午前7時から午後8時まで

◆投票場所　第1投票所　長柄中学校　体育館
　　　　　　第2投票所　六地蔵青年館
　　　　　　第3投票所　長柄町公民館　講堂
　　　　　　第4投票所　水上小学校　体育館

◆投票できる人
　この選挙で投票のできる方は、平成元年2月2日
以前に生まれ、平成20年10月26日以前から引き
続き本町に住所を有し、かつ本町の選挙人名簿に登
録されている方です。
（注）『住所を有する』とは、平成20年10月26
日以前に本町へ転入届を提出したことが要件となり
ます。

◆�投票日当日に仕事やレジャーで投票に行けない方
は、期日前投票または不在者投票ができます。

◎期日前投票・不在者投票
　1月28日（水）～1月31日（土）の毎日

◎期日前投票・不在者投票時間
　午前8時30分から午後8時まで
◎期日前投票・不在者投票場所
　役場　１階町民ギャラリー

※その他、指定病院や他の市区町村選挙管理委員会
でも不在者投票ができます。
　また、重度の身体障害のある方などで、一定の条
件に該当する方は郵便による投票制度もあります。
該当する方は、お早めにお問い合わせください。

問い合わせ先　町選挙管理委員会　☎35-2111

２１
町議会議員補欠選挙町議会議員補欠選挙

の投票日です。の投票日です。日

大切な一票です。

棄権せず、必ず

投票しましょう。

「選びましょう
　　みんなの代表
　　　クリーンな社会」

「選びましょう
　　みんなの代表
　　　クリーンな社会」

ご　寄　付
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平成 19 年度
歳 出 総 額　　5 2 億 7 , 5 8 8 万 8 , 4 8 5 円

※町民1人当たり　636,954円 [�一般会計の他に国民健康保険・老人保健・農業集落排水
事業・介護保険・浄化槽事業の各特別会計を含む額]	

地方譲与税  80,684千円 2.4％
利子割交付金  3,296千円 0.1％
配当割交付金  3,569千円 0.1％
株式等譲渡所得割交付金  2,548千円 0.1％
地方消費税交付金  84,180千円 2.5％
ゴルフ場利用税交付金  78,284千円 2.4％
自動車取得税交付金  54,163千円 1.6％

地方特例交付金  4,066千円 0.1％
交通安全対策特別交付金  3,057千円 0.1％
分担金及び負担金  39,922千円 1.2％
使用料及び手数料  64,293千円 1.9％
財産収入  30,579千円 0.9％
寄付金  300千円 0.0％
諸収入  79,785千円 2.4％

議会費  79,489千円 2.6％
商工費  16,633千円 0.5％
災害復旧費  8,537千円 0.3％
諸支出金  14,056千円 0.5％

歳　入　総　額

3,316,190千円

歳　出　総　額

3,042,483千円

町税
1,381,596千円
41.7％

地方交付税
762,110千円
23.0％

その他
528,726千円
15.8％

町債
188,300千円
5.7％

総務費
524,547千円
17.3％

民生費
572,899千円
18.8％

衛生費
478,536千円
15.7％

土木費
204,938千円
6.7％ 農林水産業費

166,665千円
5.5％

教育費
379,735千円
12.5％

消防費
148,493千円
4.9％

公債費
447,955千円
14.7％

その他
118,715千円
3.9％

繰越金
157,679千円
4.8％

繰入金
112,888千円
3.4％

県支出金
98,029千円
3.0％

国庫支出金
86,862千円
2.6％

地方譲与税  2.4％
利子割交付金  0.1％
配当割交付金  0.1％
株式等譲渡所得割交付金  0.1％
地方消費税交付金  2.5％
ゴルフ場利用税交付金  2.4％
自動車取得税交付金  1.6％
地方特例交付金  0.1％
交通安全対策特別交付金  0.1％

分担金及び負担金  1.2％
使用料及び手数料  1.9％
財産収入  0.9％
寄付金  0.0％
諸収入  2.4％

地方交付税
23.0％

町　税
41.7％ 依存財源

43.7％
消費的
経費
66.0％

24.4％自主財源
56.3％

町　債
5.7％

その他
9.4％

その他
6.4％

繰越金
4.8％

繰入金
3.4％

国庫支出金
2.6％

人件費
29.0％

投資的
経費
9.6％

投資的
経費
9.6％

物件費
13.3％

補助費等
17.2％

維持補修費
1.4％

扶助費
5.1％

積立金
0.5％

災害復旧
事業費
0.3％

公債費
14.7％

繰出金
9.2％

普通建設
事業費
9.3％

県支出金
3.0％

［ 一 般 会 計 ］
歳 入 歳 出 科 目 別 構 成 比

目 的 別 性 質 別 構 成 比
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決 算 認 定 さ れ る 平成 19 年度
歳 出 総 額　　5 2 億 7 , 5 8 8 万 8 , 4 8 5 円

平成19年度決算は、12月議会定例会で認定されました。

決 算 総 額
歳 入 総 額 57億159万 8,477円

歳 出 総 額 52億7,588万 8,485円

歳入歳出差引額 4億2,570万 9,992円

主 な 事 業
事　　業　　名 決　　算　　額

道 路 新 設・ 改 良 事 業 102,220千円

中 学 校 整 備 事 業 65,753千円

農 業 基 盤 整 備 事 業 45,004千円

文 化 財 保 護 事 業 13,763千円

小 学 校 整 備 事 業 12,638千円

町 の 財 産
土 地 491,284㎡

建 物 43,270㎡

有 価 証 券 4,585千円

基

金

財 政 調 整 基 金 353,817千円

自ら考え自ら行う
地 域 づ く り 基 金

102,497千円

減 債 基 金 24,819千円

福 祉 振 興 基 金 12,059千円

教育施設振興基金 4,141千円

町民（8,283人）1人当たりについて見た決算の状況【一般会計】
収 入 と な っ た 税 金 166,799円

国・ 県 の 支 出 金 22,322円

投 資 的 経 費 35,098円

返済した債務（元利） 54,081円

人口：平成20年3月31日現在の住民基本台帳人口

【 特 別 会 計 】
会　　計　　名 歳　　　入 歳　　　出

国 民 健 康 保 険 956,973千円 875,924千円

老 人 保 健 710,595千円 661,321千円

農 業 集 落 排 水 事 業 50,468千円 50,381千円

介 護 保 険 560,498千円 538,994千円

浄 化 槽 事 業 106,874千円 106,785千円
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上記の指定日に都合の悪い方は、申告相談開催中の他の日でも結構です。
２月16日、17日及び３月16日は、混雑が予想されます。
申告相談場所：役場１階　申告相談会場

月　　日 午　　　　前
（９：00～11：00）

午　　　　後
（１：30～４：00）

２月１６日（月） 千 代 丸 千 代 丸
２月１７日（火） 力 丸 力 丸
２月１８日（水） 山 根 ・ 飯 尾 別 所 ・ 大 加 場
２月１９日（木） 国 府 里 上 味 庄 ・ 下 味 庄
２月２０日（金） 下味庄・八反目・船木 上 野 ・ 中 野 台
２月２３日（月） 山 之 郷 ・ 西 山 西 山 ・ 入 地 宮 前
２月２４日（火） 道 脇 寺 道 脇 寺 ・ 六 地 蔵
２月２５日（水） 長 柄 山 ・ 追 分 追 分 ・ 皿 木
２月２６日（木） 徳 増 榎 本 ・ 長 富
２月２７日（金） 小 榎 本 ・ 桜 谷 立 鳥
３月　２日（月） 鴇 東 鴇 西
３月　３日（火） 針 東 ・ 針 西 針 西
３月　４日（水） 高 山 ・ 大 庭 大 庭 ・ 田 代 ・ 長 柳
３月　５日（木） 不 動 ・ 日 の 宮 月 川
３月　６日（金） 稲 塚 ・ 吹 谷 辺 田 ・ 三 沢
３月　９日（月） 篠 網 ・ 金 谷 金 谷 ・ 進 栄 団 地
３月１０日（火） 日 吉 団 地 味庄団地・刑部団地
３月１１日（水） 住 　 民 　 税 　 申 　 告 　 （ 長 柄 地 区 ）
３月１２日（木） 住 　 民 　 税 　 申 　 告 　 （ 日 吉 ・ 水 上 地 区 ）
３月１３日（金） 住 　 民 　 税 　 申 　 告
３月１６日（月） 住 　 民 　 税 　 申 　 告

今月の納税の
お知らせ

• 個人町民税 第４期・国民健康保険税 第７期・介護保険料 第５期
• 長寿医療制度（後期高齢者医療制度）保険料 第７期

納付期限は、２月２日㈪です。納め忘れのないようご注意ください。
※ 口座振替申し込みの方は、納付期限の前日までに口座の残高確認をお願いいたします。

問い合わせ先　総務課 税務班　☎35-2112

長柄町にお住まいの方の所得税・住民税申告相談

申告時にご持参していただくもの　　　　印　鑑
申告書類一式（税務署から申告書が郵送された方）
源泉徴収票（給与収入の方）、公的年金等の源泉徴収票（年金の方）
収入金額、必要経費の分かる書類
養老保険の満期等の場合は、受領金額と支払済金額が分かる書類
控除に必要な書類（生命保険、地震保険料控除証明書・国民年金保険料控除証明書等）
前年の申告書の控
口座番号（還付の場合）
その他申告に必要な書類　
医療費は医療を受けた人ごと、医療機関、薬局ごとに集計してお持ちください。
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65 ～ 74 歳の方のみで構成される世帯に属する方の国民健康保険税と 75 歳以上の方の長寿
医療制度（後期高齢者医療制度）保険料については原則として受給されている年金からの特別徴
収（天引き）となりますが、預貯金口座からの引き落とし（口座振替）も選択できるようになり
ます。

年金特別徴収に替えて口座振替に切り替える場合は役場住民課保険住民班窓口にて切り替えの
手続きが必要です。４月分からの特別徴収（天引き）停止は２月３日（火）までに全ての手続き
が終わっていることが必要です。

年金からの特別徴収か口座振替による納付の
いずれかが選択できます

国民健康保険税・長寿医療制度（後期高齢者医療制度）保険料

 ◆ご注意
・口座振替納付への変更については確実に保険料を納めて頂ける方に限らせて頂き
ます。そのため長寿医療制度（後期高齢者医療制度）保険料・国民健康保険税の
過去の収納状況などにより変更頂けない場合もあります。また納付書での納付に
は変更できません。

・変更後の納付に支障が生じた場合は年金天引きへ戻させて頂きます。

※年度中途で75歳又は65歳以上のみの世帯に該当した場合は次の10月までは特別徴
収（年金天引）ではなく普通徴収（納付書又は口座振替による納付）になる場合があ
ります。

※特別徴収から口座振替に切り替えた場合、確定申告等の当該保険税（料）の社会保険
料控除は実際に支払った方が行ないますので所得税・住民税の負担に変動が生じる場
合があります。

（例）同居する父の長寿医療制度保険料を息子（世帯主）が息子の口座から口座振替により支

払った場合は、父の長寿医療制度保険料は息子の社会保険料控除の対象となります。

引き続き「年金からの天引き」をご希望の場合は手続きの必要はありません。

問い合わせ先　国民健康保険税については　　　総務課 税務班　　　☎35-2112
　　　　　　　長寿医療制度保険料については　住民課 保険住民班　☎35-2113

▼　▼　▼
不明な点がございましたら、
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①対象者の基準年齢について
　検診対象年齢の基準は、年度末3月31日現在の年齢とします。
　従来、基準年齢を年度初めの4月１日としてきました。平成21年度から「特定健康診査」の対象年齢の基準に合

わせるために、年度末の3月31日に変更いたします。
②乳がん検診について
　超音波・マンモグラフィー検査の対象者を次のとおり変更します。
　超音波検査：30～39歳および40歳代の奇数年齢（41、43・・・49）　
　マンモ検査：40歳代の偶数年齢（40、42・・・48）および50歳以上
③骨粗しょう症予防検診について（平成21年度限定）
　基準年齢変更に伴い平成21年度に限り次の対象年齢を追加します。
　平成22年3月31日現在36歳、41歳、46歳、51歳、56歳、61歳、66歳、71歳の女性
④肺がん検診（喀痰細胞診）について
　希望調査を実施しません。
　結核肺がん検診時の問診の際に、対象者の基準に該当した方へ問診票、案内、喀痰容器を配布いたします。

問い合わせ先　住民課 健康福祉班　☎35-2414

平成21年度から検診の実施内容が次のとおり変わります

※ １　過去に肝炎ウイルス検査を受けていない方が対象です。
※ ２　原則、集団検診では実施しません。安全管理上医療機関での受診をお勧めします。
※ ３　18 歳～ 35 歳、36 歳、40 歳、41 歳、46 歳、50 歳、51 歳、55 歳、56 歳、60 歳、61 歳、65 歳、66 歳、
　　　 70 歳、71 歳の女性

●平成21年度の日程について
・各種検診日時の正式決定は 4 月頃の予定です。決定の際は、広報及び町ホームページでご案内いしたます。

●平成21年度の日程について
・町では、集団検診を実施しています。個別検診の場合は全額自己負担となります。
・町の検診では、がんを早期に発見するために「症状がない人」を対象としています。
・明らかな症状のある方は、それぞれの体の状態に応じた適切な検査や治療が必要になりますので、必ず医療機

関を受診しましょう。
（年齢基準日：平成 22 年 3 月 31 日現在）

検診の種類 対象年齢 自己負担金

前立腺がん検査 ・採血（ＰＳＡ検査） 50 歳以上男性 500 円（69 歳まで）
肝炎ウイルス検査 ・問診・採血 40 歳以上　※１ 無料

胃がん検診 ・問診
・胃部エックス線間接撮影 40 歳以上 500 円（69 歳まで）

結核・肺がん検診 ・問診
・胸部エックス線間接撮影 40 歳以上 500 円（64 歳まで）

大腸がん検診 ・問診・便潜血検査 40 歳以上 500 円（69 歳まで）

子宮がん検診
・問診
・頚部細胞診
・体部細胞診※２

20 歳以上女性 500 円（69 歳まで）

骨粗しょう症予防検診 ・問診・骨密度測定 ※ ３ 500 円（69 歳まで）

乳がん検診

・問診
・超音波検査

30 歳 ～ 39 歳 お よ び
40 歳代奇数年齢の女性

500 円（69 歳まで）
・問診
・マンモグラフィ検査

40 歳代偶数年齢および
50 歳以上の女性
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特定健康診査を受診して下さい特定健康診査を受診して下さい
長柄町

国民健康保険
の皆様へ

21年度

21年度の国民健康保険被保険者の方の特定健康診査は、21年５月 20日㈬ ~27日㈬の６日間（ただし土日除く。）
に行われる予定です。

対象となる方には 21 年４月中に受診券及び問診票などを郵送します。21 年度からは対象となる方のうち 40 歳
~64 歳の方に限り、長生郡市内の予め指定された医療機関でも特定健康診査を受診（個別受診）できるようにな
る予定です。

対象となった方には是非受診して頂けますよう御協力お願い致します。

問い合わせ先　住民課 保険住民班　☎35-2113

問い合わせ先　住民課 健康福祉班　☎35-2414

※ 社会保険・共済組合・国保組合被保険者の方は勤務先又は所属の保険者にお問い合わせ下さい。　

・会場は全て町保健センターで実施しています。

・予防接種（ＢＣＧを除く。）は事前に予約が必要です。住民課健康福祉班までご連絡ください。
・お子さんの体調が悪くて通院中及び服薬中のときは、必ず主治医に相談し、接種できるかどうか確

認してからおいでください。（確認できない場合は接種できませんので注意してください。）
・予防接種後 30分は、予防接種による副反応が出やすいですので、接種会場でお子さんの様子に変わ

りないか、確認しますので、時間に余裕をもってお越しください。

・乳児相談と１歳6か月児健診は対象の方へ1か月ぐらい前に個別通知しています。同封の問診票に記
入してお持ちください。

・乳児相談は対象の方以外でもお越しいただくことができます。（生後4か月～13か月ぐらいまでの方）
　またお電話でも随時相談を受け付けております。

・ご相談、ご質問、ご不明な点等ありましたら下記までご連絡ください。

平成21年2月の予防接種・乳児相談・1歳6か月児健診のお知らせ

日時 受付時間 対象者 持ち物

予

防

接

種

B C G ２月３日㈫ 13:30~14:00
※ 事前予約不要

平成 20 年９月 10 日か
ら平成 20 年 11 月３日
生まれまでの方

母子健康手帳、予診票
※ 忘れた場合は接種できません。

三 種 混 合
（百日せき・ジフ
テリア・破傷風）

２月10日㈫ 13:30~14:00
※ 事前に予約が必要です

生後３か月以上、
７歳６か月未満の方

母子健康手帳、予診票
※ 忘れた場合は接種できません。

乳 児 相 談 ２月19日㈭ 13:45~14:00
（4 か月の方は 13:00~13:15）

生 後 4 か 月、7 か 月、
12 か月の方

母子健康手帳、問診票、
バスタオル

１歳６か月児健診 ２月５日㈭ 12:30~12:45
平成 19 年４月から
平成 19 年７月生まれ
までの方

母子健康手帳、問診票

予防接種をうける保護者の方へ

乳児相談・１歳６か月健診をうける保護者の方へ
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特別児童扶養手当について

問い合わせ先　住民課 健康福祉班　☎35-2414

特別児童扶養手当について
　身体、知的または精神に重度・中度の障害がある20歳未満の児童を養育している方に支給されます。
【注意事項】
　○公的年金との併給もできますが、児童が自分の障害を理由とする年金を受給できる場合は除きます。
　○児童が児童福祉施設（母子生活支援施設、保育所および知的障害児通園施設は除く。）に入所している場

合は対象外になります。
　○児童ではなく父母などに支給されます。
★支給条件 ……………………………………………………………………………………………………………………
　○１級（重度）＝療育手帳A・身体障害者手帳１、２級
　○２級（中度）＝療育手帳B・身体障害者手帳３級または４級の一部
　※手帳がなくても該当する場合があります。また、上記の手帳の級でも診断書の内容で手当等級がかわる場

合があります。
　○所得が一定未満であること。（所得制限あり）
★支給開始 ……………………………………………………………………………………………………………………
　申請の翌月分から
★支給期間 ……………………………………………………………………………………………………………………
　対象児童が20歳となるまで（20歳の誕生日の前日まで） 
★手当月額 ……………………………………………………………………………………………………………………
　○１級（重度）＝該当児童１人につき50,750円 
　○２級（中度）＝該当児童１人につき33,800円

児童扶養手当について
　離婚・死別などによる母子家庭（これに準ずる家庭）において、児童を扶養している方に支給されます。 
★支給条件 ……………………………………………………………………………………………………………………
　○所得が一定未満であること。
　　所得が一定以上である場合は、手当の全部または一部が支給停止になります。
　○次の要件にあてはまる18歳以下（一定の障害があるときは20歳未満）の児童を養育していること。
　（１）父母が婚姻を解消した児童
　（２）父が死亡した児童
　（３）父が重度の障害にある児童
　（４）父から引き続き1年以上遺棄されている児童
　（５）父が引き続き1年以上拘禁されている児童
　（６）母が婚姻しないで生まれた児童
　（７）父・母とも不明である児童
★次のような場合、手当は支給されません ………………………………………………………………………………
　児童が 
　・父または母の死亡について支給される公的年金を受けることができるとき。 
　・労働基準法などの規定による遺族補償を受けることができるとき。 
　・父に支給される障害基礎年金の加算対象となっているとき。 
　・児童福祉施設（母子生活支援施設、保育所および知的障害児通園施設は除く。）などに入所または里親に

委託されているとき。 
　母または養育者が 
　・公的年金給付（老齢福祉年金を除く。）を受けることができるとき。
　・昭和60年８月１日以降に支給要件に該当し、平成15年３月31日までに５年間の請求期間を過ぎているとき。
　・母が婚姻の届出をしなくても事実上の婚姻関係（異性との同居、異性の定期的訪問や生活費の援助など）

があるとき。
★支給開始 ……………………………………………………………………………………………………………………
　手続きの翌月分から 
★支給期間 ……………………………………………………………………………………………………………………
　児童が18歳に到達した年度末まで（ただし、児童が中度以上の障害の場合は20歳未満まで）
★手当月額 ……………………………………………………………………………………………………………………
　○児童１人の場合＝41,720円（全部支給）、41,710円～9,850円（一部支給）
　○児童２人の場合＝児童１人の金額に5,000円を加算
　○３人目以降は、児童１人増すごとに3,000円を加算
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長生郡市広域市町村圏組合　　消 防出 初式
消防団員など約１千人が参加

新春恒例の長生郡市広域市町村圏組合、平成 21 年消防出初式が１月 10 日（土）に茂原市民会館で盛大に行なわれ、
本年は 318 名が受章されました。

当日は廣田元一消防団長からの訓示を受け、多くの来賓の方々が見守る中、永きにわたり活躍された消防団員等
に対し表彰状や感謝状と記念品が贈呈され、感謝の意を表しました。

なお、第８支団（長柄町）で受章された方々は次のとおりです。（敬称略）

祝辞を述べられる 森 英介 法務大臣 千葉県知事 功労章
武田分団長

千葉県消防協会長 精勤章
小倉副分団長

千葉県消防協会長 功労章
左から月岡副分団長・永峰分団長

千葉県知事表彰
☆功労章
武田　文男（第３分団　分団長）

千葉県消防協会長表彰
☆功労章
永峰　康次（第４分団　分団長）
月岡　清孝（第２分団　副分団長）

☆精勤章
小倉　　明（第３分団　副分団長）

管理者表彰
☆功労章
大和久一善（第２分団第２部　団員）
木村　正男（第４分団第２部　班長）

千葉県消防協会長生支部長表彰
☆功労章
林　　正基（第１分団第２部　団員）
黒須　啓之（第１分団第２部　団員）
鶴岡　友和（第２分団第１部　団員）
本吉　成浩（第２分団第２部　団員）
鹿間　政徳（第３分団第１部　団員）
篠原憲太郎（第３分団第２部　団員）
神崎　芳広（第４分団第１部　団員）
三橋　昌史（第４分団第１部　団員）

☆精勤章
飯尾　春喜（第１分団第１部　団員）
篠原　広愛（第１分団第２部　団員）
岡本　康徳（第２分団第１部　班長）
関　　英司（第２分団第２部　団員）
宍倉　賢一（第３分団第１部　部長）
尾髙　正憲（第３分団第１部　団員）
髙橋　美夫（第４分団第１部　団員）
伊藤　文夫（第４分団第２部　団員）

消防団長表彰
☆精勤章
木村　幸崇（第１分団第１部　団員）
髙橋　　昭（第２分団第２部　団員）
鵜澤　元樹（第３分団第２部　部長）
髙橋　義嗣（第４分団第１部　団員）

☆優良部
第１分団第１部
（力丸・千代丸・山根・飯尾・別所・大加場）

内助功労表彰
☆千葉県東上総県民センター所長内助功労
片岡　直己　様（第１分団　副分団長夫人）

☆消防団長内助功労
鵜澤とく子　様（第３分団第２部　部長夫人）
新井さよ子　様（第４分団第２部　団員夫人）
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フードマイレージ（＝ food mileage）とは、「食料輸送距離」という意味で、重量×距離で表されます。
海外から食料を運ぶことでエネルギーが燃やされ CO２が出ますので、食品の生産地と消費地が近ければ少な
くなり、地球環境への負荷が減ると考えられています。

これは、1994 年にイギリスの消費者運動家ティム・ラング（Tim Lang）氏が提唱した概念で、フードマ
イル（food mile）とも言われます。日本では農林水産省農林水産政策研究所によって 2001 年に初めて導入
されました。

日本は食料自給率が低く輸入に頼り、フードマイレージは世界でも群を抜いて高い数値を記録しているこ
とから、国内では、その地域で作られたものを地域内で消費する「地産地消」を推進しています。地元の農
家の人たちが精魂込めて作った、旬で新鮮なものを食べるようにしましょう。

普段食べているものがどこで生産され私たちの元へ運ばれて来ているのか、それが地球環境に与える影響
は何なのか、知ることも大切だと思います。

近年、料理をしたことのない男性が一人暮らしを余儀なくされたり、単身生活をしなければならなくなる
ことが多くなり、その際にまず困るのが毎日の食事だと言われています。高齢者の低栄養も課題になってい
る昨今、男性も自らの健康に気を配り、元気に暮らしていくことができるよう、自立支援と生活習慣病の予
防を目的に行ないます。

記
　１．日　時　　　平成 21 年２月 13 日（金）９：00 ～ 13：00（終了予定）
　２．場　所　　　長柄町保健センター ２階
　３．対　象　　　40 歳以上の男性（先着 15 名程度）
　４．持ち物　　　エプロン・三角巾・筆記用具
　５．参加費　　　１人分 500 円（保険料・材料代等）

申込先　参加を希望する方は、お電話でお申し込み下さい。
　　　　住民課　健康福祉班　☎３５－２４８６
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※申し込み締め切り　１月30日（金）

食事について考えてみよう㉔ <フードマイレージとは>

「ちばの食育ホームページ」はこちらです。http://www.pref.chiba.lg.jp/syokuiku/

男性の料理教室のご案内

◆男性の食生活の現状と改善点について

◆調理実習　・かんたんお手軽どんぶり

　　　　　　・豚汁・小鉢

内　容内　容
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＜作り方＞
①玉ねぎ・人参・ピーマンは細かいみじん切りにし、しその葉はせん切りにする。
②ささみに塩こしょうをして片栗粉をつけて、たっぷりの湯に酒をいれ茹でる。
③Ａと①を合わせ、香味ソースを作る。
④レタスをしき②を盛り付け香味ソースをかけ、しその葉をのせて出来上がり。

1人分エネルギー　177kcal・塩分1.3ｇ

11 月 28 日（金）長柄町保健センターにおいて、町食生活改善推進員主催の「ヘルスサポーター 21」の
教室が開催されました。

町内から 16 名の方が参加して下さいました。受付の後早速、身体測定を行いご自身のＢＭＩ（体格指数）
や適正体重を計算し、その後食品模型を使って “食塩と油脂は意識して控えましょう” というお話をさせて
いただき、実際にヘルシーメニューの調理実習も行いました。「薄味でも美味しい」という声も聞かれました。

午後は健康運動指導士さんの指導で、体力測定と運動実技を体験しました。健康はバランスのとれた食事
だけではなくて、転倒しない筋力も必要だということも知りました。

盛り沢山な１日でしたが、今日学んだ事が家族にそして地域の方々へと広がっていくことを期待しており
ます。

おいしく作って食べて健康おいしく作って食べて健康
食生活改善推進員コーナー

平成 20 年度ヘルスサポーター 21 事業を開催しました！

【材料…４人分】
ささみ…………………………… 320g
塩、こしょう…………………… 少々
ピーマン………………………… １ヶ
玉ねぎ………………………… 1/2 ヶ
人参……………………………… 20g
しその葉………………………… ２枚
レタス…………………………… ４枚

しょうゆ…………………… 大さじ２
酢…………………………… 大さじ２
砂糖………………………… 大さじ１
こしょう………………………… 少々
ごま油……………………… 大さじ１
ラー油…………………………… 少々
酒…………………………… １カップ

献立を一品紹介いたします！	 食生活改善推進員　秋葉　知子

香味ソースは肉類だけでなく魚や豆腐料理でもＯＫです。ささみの
香味ソースかけ

A
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　社会を明るくする運動は、すべての国民が、犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの更生について理解を深め、
それぞれの立場において力を合わせ、犯罪や非行のない明るい社会を築こうとする全国的な運動です。
　次代を担う青少年に日常の家庭生活・学校生活の中で、非行問題等に関して日ごろ考えていることや体験したこ
とを通して、本運動に対する理解を深めてもらうことを目的としてこのコンテストが実施されました。
　町内各小中学生から作文112点、標語322点の応募があり、「社会を明るくする運動」長柄町実施委員会で審
査の結果、次の10名の児童生徒が入賞しました。
　表彰式及び作品発表を11月30日に開催された町社会福祉協議会主催の「長柄町社会福祉大会」の会場にて行
い、多くの方々から温かい拍手を頂きました。

第58回“社会を明るくする運動”　作文・標語コンテスト表彰

【作文の部】
区 分 氏 名 学 校 名 学 年 題 名

小 学 校
最 優 秀 賞 安　 美 香 子 水 上 小 ６ 年

なぜ人は犯罪事件をおこしてし
まうのか

優 秀 賞
林　 里  花 長 柄 小 ５ 年 元気なあいさつ
鳥 山 理 央 日 吉 小 ５ 年 あいさつの大切さ

中 学 校
最 優 秀 賞 篠 田 沙 緒 里 長 柄 中 ２ 年 一番大切なもの
優 秀 賞 瀬 尾 友 梨 長 柄 中 １ 年 明るい社会を目指して

【標語の部】
区 分 氏 名 学 校 名 学 年 題 名

小 学 校

最 優 秀 賞 米 倉 舞 香 長 柄 小 ５ 年
見守る目　きびしい目

いつも優しい地域の目

優 秀 賞
小 田 青 空 日 吉 小 ６ 年

こえかけて　笑顔がひとつ
またふえる

篠 田 泰 成 水 上 小 ６ 年
助けあい　防ごう犯罪

明るい社会

中 学 校
最 優 秀 賞 鹿 間 真 紀 江 長 柄 中 ３ 年

勇気だし　あなたが作る
明るい社会

優 秀 賞 能 瀬 孔 明 長 柄 中 １ 年 ふれあいは　心の扉　開くカギ
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　12月13日、14日に千葉県スポーツ少
年団のミニバスケットボール大会が開催さ
れました。
　県内から強豪チームが多数参加するな
か、ジャングルベアーズが準優勝という素
晴らしい成績を収めました。
　2日目の決勝トーナメントでは、前回の
県大会2位の実力チームの大原との接戦を
制したほか、他のチームも各地区で1位の
強豪ばかり。そのなかでも、ジャングルベ
アーズは、日頃の努力の成果を発揮し、
チーム全員の力を1つにして勝利を掴みま
した。

採用予定人員
受 験 資 格
試 験
受 付 等

問い合わせ先

介護認定調査員（若干名）
介護認定調査従事者研修会を修了した方
面接試験
随時受け付けます。
履歴書を持参または郵送してください。履歴書受領後、おって面接試験の期日を連絡し
ます。

（受付時間：月曜日から金曜日の午前９時から午後５時まで）
役場総務課総務企画班　☎ 35-2111

町臨時職員（介護認定調査員）を募集

募集種目 応募資格 受付期間 試験期間 合格発表 入（校）隊 待遇・その他

2 等陸海空士 男子 18 歳以上
27 歳未満

年 間 を 通 じ
行っています

受付時にお知
らせします

試験時にお知
らせします

採用予定通知書で
お知らせします

陸上（技術系を除）は 2 年。
陸上（技術系）、海上・航空
は 3 年を 1 任期で勤務

　防衛省では、自衛官募集（就職）説明会を行います。
　１　説明会日時：平成 21 年１月 21 日㈬
　　　　　　　　　9:30 ～ 16:30
　２　説明会場所：「ハローワーク茂原」
　　　（茂原市高師台 1-5-1　茂原地方合同庁舎１階）

　３　その他： 年齢 27 歳未満の方で、転職をお考えの
男性はお気軽にお立ち寄り下さい。

　なお、「予備自衛官補」の案内も同時に行っています。
　（一般採用 :「34 歳未満」、技能採用「55 歳未満」の方を対象）

自衛官募集（就職）説明会のお知らせ

防衛省では、次のとおり自衛官を募集しています。

自 衛 官 を 募 集
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　千葉県における平成 20 年上半期の薬物事犯による検挙
者数は 364 人であり、未成年者の検挙も後を絶ちません。
　また、昨今は大麻や MDMA 等錠剤型合成麻薬が大量に
押収されるなど乱用薬物の多様化も進んでいます。
　こうした若年層への広がりは、外国人密輸グループ等が
薬物を街頭等で売りさばいたり、インターネットや携帯電
話等の情報通信手段を利用して密売したりするなど、一般
の人たちに簡単に手に入りやすくなっていることが一因と
なっています。
　さらに若い人たちの中には、「1 回だけなら平気だろう」
と、覚せい剤や麻薬を安易に使用してしまう人がいます。
しかし、薬物は一度でも使用すれば、自分たちの力では、
やめられなくなるという性質があるのです。
　ちょっとした好奇心で薬物に手を出したばかりに、脳や

神経が侵され、二度と元の健康な身体を取り戻すことがで
きなくなります。幻覚が現れて他人を傷つけてしまうとい
うこともあり、家族や社会全体に大きな迷惑をかけてしま
います。市民一人ひとりが、薬物の危険性を正しく理解し、
地域が一体となって薬物乱用を絶対に許さない社会環境を
つくることが大切です。

《薬物の相談機関》
1　県精神保健福祉センター　☎ 043-263-3893
又は長生健康福祉センター（保健所）　☎ 0457-22-5167
2　県警ヤング・テレホン　☎ 0120-783-497
3　茂原警察署　☎ 0475-22-0110

《問合せ》
県薬務課　☎ 043-223-2620

　長柄町は他の市町村に比べ、リサイクル率（資源）が低い状況です。
　家庭から出るゴミの中で資源ゴミとして出せる物を、可燃ゴミや不燃ゴミで出していませんか？
　資源ゴミとして出せ
る物は、資源ゴミで出
しましょう。
　捨てればゴミも、生
かせば資源です。
　又、ゴミを出す時は、
ルールを守って出しま
しょう。

問い合わせ先　事業課 地域整備班　☎35-2114

地域で築こう！薬物乱用を許さない社会環境づくり

２月は、廃乾電池の収集があります
日吉 ･水上地区　２月13日金
長柄地区　　　　２月18日水

使用済みのマンガン乾電池やアルカリ乾電池やオキシライド乾電
池を、透明の買物袋などに入れ「乾電池」と表示して、「資源ゴミ（燃
えないゴミ）の集積所」に午前８時３０分までに、出して下さい。古
紙類と同時に収集しますのでビン・カン・ペットボトル等の下や陰に
ならないように注意してください。

なお、ボタン電池やニカド電池、リチウムイオン電池等には、希少
な資源が含まれています。電気機器販売店の回収ボックスへ返却し、
リサイクルにご協力ください。

家庭用殺虫剤の配布を廃止します
町では平成 20 年度まで町環境衛生の事業として、各自治会で家庭用殺虫剤の希望数量を取りまとめていただき

配布しておりましたが、合併浄化槽の普及や集落排水の整備等により生活環境が改善されたことを受けて、平成
21 年度から家庭用殺虫剤の配布を廃止することとなりました。

町民の皆様には、長年にわたり本事業へのご理解とご協力をいただき誠にありがとうございました。
今後とも町環境衛生の事業に、ご理解ご協力いただけますようお願

い申し上げます。

千葉県薬物乱用防止広報強化月間（平成 21年２月１日〜２月 28日）

もっとリサイクルしましょう

平成 19 年 4 月～ 20 年 3 月　　ゴミ総搬入量 単位 t

市町村
年計 茂原市 一宮町 睦沢町 長生村 白子町 長柄町 長南町 合計

搬 入 ゴ ミ 総 計 40,788.94 3,959.97 1,693.04 3,775.47 3,647.45 2,498.12 2,234.80 61,333.29

資 源 ゴ ミ 6,940.06 654.15 358.67 551.69 381.65 291.36 392.16 10,219.99

搬 入 ゴ ミ 割 合 69.61% 6.76% 2.89% 6.44% 6.23% 4.26% 3.81% 100%

資源ゴミの占める割合 17% 16.5% 21.2% 14.6% 10.5% 11.6% 17.5%

搬入ゴミ総計：　可燃ゴミ・不燃ゴミ・粗大ゴミ・資源ゴミ
資源ゴミ：　カン・ビン・ペットボトル・紙類・衣類・乾電池
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１. 受付期間 平成 21 年 2 月 25 日（水）～ 3 月 10 日（火）
 （土・日曜日は受付いたしません。）
  注）但し、茂原市及び長生郡内に本社、営

業所等を有する者は 2 月 25 日（水）から
3 月 4 日（水）までに手続をしてください。

２. 受付時間 午前 9 時～ 11 時 30 分　午後 1 時～ 4 時
３. 申請書の提出先 千葉県茂原市下永吉 2101 番地
 長生郡市広域市町村圏組合
 事務局総務課　工事管理室
４. 申請方法 持参による。
５. 申請書の宛名 長生郡市広域市町村圏組合
 管理者　田中豊彦
６. 有効期間 平成 21 年 6 月 1 日～平成 23 年 5 月 31 日
７. 申請様式  全国統一様式または長生郡市各市町村様

式に準じ、指定色の A4 判ファイルに綴る。

  ファイルの表紙・背表紙に「平成 21・22

年度入札参加資格審査申請書」「会社名」
を記入すること。

 　青…建設工事
 　緑…建設資材
 　黄…測量・設計・コンサルタント等
 　桃…物品・委託等
８. その他  入札参加資格審査手続要項は長生郡市広

域市町村圏組合のホームページからダウ
ンロードできます。

 アドレス　http://www3.ocn.ne.jp/~chosei/

　詳細については、下記の担当までご連絡ください。
　長生郡市広域市町村圏組合
　事務局総務課　工事管理室　☎ 0475-23-0107

◎外地からの引揚者、◎恩給などを受けていない旧軍人の方（恩給欠格者）、◎シベリアなどで強制抑留された方（戦
後強制抑留者）、に『特別慰労品』を贈呈しています。（ご本人からの請求に基づいて贈呈され、ご遺族の方からの請
求は出来ません。）
　「引揚者」は、終戦まで引き続き１年以上外地で生活していて戦後引き揚げてきた家族全員が対象です。
　請求書等は、住民課健康福祉班の窓口にあります。未請求の方は、早急に申請してください。
資格要件等の問合せは、独立行政法人平和祈念事業特別基金まで
請求に関する「お問合せ」や「ご相談」は無料です。
無料電話：0120-243-933（月～金、9：15 ～ 17：15、土日祝休）

平成21、22年度入札参加資格審査申請の受付について
長生郡市広域市町村圏組合

「特別慰労品」贈呈の受付が終了します
締め切りは、平成21年３月31日です。

問い合わせ先　長生保健所 健康生活支援課　☎22-5167

　保健所では、動物による被害・危害を防止すると共に動物愛護精神の普及啓発を図り、人と動物の調和のと
れた社会づくり、環境づくりに寄与することを目的とし、犬の正しい飼い方・しつけ方教室（実技講習）を開
催します。

「犬の正しい飼い方・しつけ方教室（実技講座）」の受講者募集について

日　　　　時 平成 21 年 3 月 8 日（日）午後 12 時 30 分から午後４時まで
場　　　　所 長生合同庁舎　駐車場（茂原市茂原 1102-1）
受 講 定 員 約 20 組（飼い犬同伴歓迎）
 講師：財団法人千葉県動物愛護管理協会派遣獣医師等
受  講  料 2,000 円（テキスト、傷害保険料を含む）
申し込み方法  平成 21 年 2 月 26 日（木）までに、長生保健所健康生活支援課窓口又は電話（☎ 0475-22-5167）に

申し込んでください。
飼い犬同伴条件  生後 3 か月以上の犬で、登録及び平成 20 年度狂犬病予防注射接種済みであること。飼い主が制御

できないほど暴れたり、他の犬に咬み付く犬は不可。
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＃18

　
＂家
族
の
会
話
＂

名　　　称 電話番号

総務課
総務企画班（選挙管理委員会） 35-2111
財政管財班 35-2110
税務班 35-2112
議会班（議会事務局） 35-2438

住民課
保険住民班 35-2113
地域包括支援センター 30-6000
健康福祉班 35-2414
長柄保育所 35-3102

名　　　称 電話番号
住民課 三島野保育所 35-4310
事業課 産業振興班（農業委員会） 35-4447

地域整備班 35-2114

教育課
学校教育班 35-2437
学校給食センター 35-2003
生涯学習班 ･ 公民館 35-3242

福祉センター 35-7200
都市農村交流センター 35-0055

役 場 ・
そ の 他
公共施設
電話案内

町 　 公 　 民 　 館	 1月26日㈪、2月2日㈪、9日㈪、16日㈪、23日㈪
町 福 祉 セ ン タ ー	 1月26日㈪、2月2日㈪、9日㈪、11日㈬、16日㈪、23日㈪
都市農村交流センター	 1月22日㈭、29日㈭、2月5日㈭、12日㈭、19日㈭、26日㈭

平
川　

あ
ざ
み

手て
ぎ
わ際
よ
く　

な
り
て
終お
わ

り
し障し

ょ
う
じ子
張は

り

あ
ん
な
坂さ

か　

こ
ん
な
坂さ
か

越こ

え木こ
の
は葉
髪が
み

な
り
ゆ
き
に　

ま
か
す
余よ
せ
い生
や年と

し

詰つ
ま

る

ひ
と
刷は

け
の　

雲く
も

と
遊あ
そ

ぶ
や木こ

も
り守
柿か
き

大
野　

史
恵

今け

さ朝
の
空そ
ら　

少す
こ

し
気き

に
な
り障し

ょ
う
じ子
あ
け

マ
ス
ク
し
て　

看か
ん
ご
し

護
師
廊ろ
う
か下小こ

ば
し走
り
に

買か
い
も
の物
に　

人ひ
と
あ
し足
延の

ば
し　

年と
し
つ
ま詰
る

冬と
う
こ
う耕
の　

土つ
ち

く
ろ
ぐ
ろ
とあ

か
ね
空ぞ

ら

渡
辺　

み
の
る

障し
ょ
う
じ子
に
は　

影か
げ
え絵
の
動ど
う
ぶ
つ物遊あ

そ

び
お
り

煤す
す
は
ら払
い　

親お
や
こ子
で
逃に

げ
る

理り
よ
う
て
ん

容
店

昨き
の
う日

か
ら　

叱し
か

ら
れ
通ど
お

し
年と

し
つ
ま詰
る

明あ

す日
あ
り
と　

思お
も

へ
ば
厨く
り
やで年と

し

用よ
う

意い

山
﨑　

清
風

同お
な

じ
家や

に　

子こ

と
住す

む
幸さ
ち

や障し
ょ
う
じ子
貼は

る

社し
ゃ
か
い会
鍋な
べ　

足あ
し
ば早
や
に
過す

ぐ
人ひ

と

ば
か
り

年と
し

の
瀬せ

や　

忙せ
わ

し
き
生た
つ
き活今き

ょ
う日
も
ま
た

冬と
う
こ
う耕
や　

昏く

れ
て
こ
ぼ
せ
し

独ひ
と

り
言ご
と

清
田　

如
水

年と
し

の
瀬せ

や　

犬
も
踏ふ

み
出
る自じ

ど
う動
ド
ア

何な
に

も
言い

わ
ず　

聞き

か
ず
一ひ
と
ひ日
を山や

ま

眠ね
む

る

障し
ょ
う
じ子

入い

れ　

写
真
の
親お
や
じ父

も
ほ
く
そ
笑え

む

何
す
る
も　

小こ
ご
し腰
か
が
め
て

十じ
ゅ
う
に二
月が
つ

角
田　

揚
子

白し
ろ
し
ょ
う
じ

障
子　

温ぬ
く

さ
が
徹と
お

る

一ひ
と
ひ日
か
な

冬ふ
ゆ

の
園そ
の　

再ふ
た
たび
我わ
れ

を　

包つ
つ

み
け
り

朝あ
さ
い
ち市

の　

葉は

牡ぼ
た
ん丹

に
明あ

す日
の夢ゆ

め

を
買か

う

年と
し

の
瀬せ

や　

陽ひ

の
温ぬ
く

み
あ
る　散さ

ん
ぽ歩

み
ち

十
二
月
の
句
会
よ
り

今
月
は
公
民
館
職
員
が
研
修

に
行
っ
て
感
想
を
書
い
て
く
れ

ま
し
た
の
で
借
用
し
ま
す
。

『
講
師
は
警
察
官
で
、
長
く

少
年
事
件
に
携
わ
っ
た
方
の
お

話
し
で
す
。

最
近
の
少
年
事
件
は
加
害
者

に
な
る
傾
向
が
あ
り
、
問
題
行

動
は
中
学
生
か
ら
現
れ
、
周
囲

が
彼
ら
の
不
安
に
気
づ
い
て
、

温
か
く
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

少
年
た
ち
が
起
こ
し
た
事
件

に
は
賠
償
金
が
一
億
円
を
越
え

る
も
の
も
あ
り
、
加
害
者
の
負

担
が
重
い
そ
う
で
す
。

そ
ん
な
話
を
聞
い
て
い
て
自

分
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。

休
日
に
は
必
ず
家
族
が
揃
っ

て
食
事
を
し
、
私
は
学
校
の
こ

と
や
友
達
の
こ
と
を
話
し
、
母

も
会
社
で
の
出
来
事
を
聞
か
せ

て
く
れ
ま
し
た
。

一
番
驚
い
た
の
は
「
○
○
さ

ん
が
意
地
悪
を
す
る
ん
だ
よ
。

で
も
お
母
さ
ん
は
負
け
な
か
っ

た
よ
」
と
。

大
人
で
も
い
じ
め
が
あ
る
の

か
と
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
頃
中
学
校
で
嫌
わ
れ
て

い
た
友
達
と
重
な
っ
た
か
ら
で

す
。し

か
し
、
母
が
彼
女
を
好
き

だ
と
言
っ
た
一
言
が
と
て
も
心

強
か
っ
た
で
す
。

し
ば
ら
く
彼
女
と
は
疎
遠
に

な
っ
て
い
る
が
、
元
気
だ
ろ
う

か
と
、
母
と
一
緒
に
気
に
か
け

て
話
題
に
し
て
い
ま
す
。

私
は
夏
休
み
に
な
る
と
必
ず

父
が
家
族
旅
行
に
連
れ
て
行
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

同
級
生
に
「
親
と
一
緒
に
出

掛
け
る
の
は
恥
ず
か
し
い
」
と

言
わ
れ
ま
し
た
。

旅
行
は
楽
し
か
っ
た
の
に
そ

の
言
葉
で
悲
し
く
な
っ
た
こ
と

を
思
い
出
し
ま
す
。

講
演
会
を
聞
き
終
え
て
、
子

ど
も
の
成
長
に
は
親
の
生
き
方

が
大
き
く
影
響
し
、
家
族
と
の

信
頼
関
係
や
会
話
が
大
切
だ
と

思
い
ま
し
た
。
私
の
育
っ
た
経

験
か
ら
大
人
に
な
り
か
け
の

迷
っ
て
い
る
中
学
生
に
伝
え
た

い
こ
と
は
、
み
ん
な
不
安
や
失

敗
は
あ
る
。
ま
た
や
り
直
せ
ば

い
い
だ
け
の
こ
と
で
す
。

私
の
大
嫌
い
な
言
葉
で
あ
る

「
ば
か
」「
死
ね
」「
殺
す
」
と

ご
ま
か
し
て
強
が
ら
な
い
で
話

し
て
み
て
よ
！
。

信
じ
て
く
れ
る
人
は
必
ず
い

る
よ
！
。

そ
し
て
早
ま
ら
な
い
で
！
。

人
は
一
息
置
い
て
考
え
る
こ

と
が
出
来
る
ん
だ
か
ら
、
命
を

大
切
に
し
よ
う
よ
！
。

私
は
両
親
と
喧
嘩
を
す
る
こ

と
も
あ
る
け
れ
ど
、
た
ま
に
は

両
親
を
旅
行
に
誘
っ
て
み
よ
う

と
思
い
ま
す
。』

素
晴
ら
し
い
復
命
（
出
張
し

た
時
に
上
司
に
報
告
す
る
こ

と
）
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

各公共施設の休館日
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町議会
だより

平
成
20
年
長
柄
町
議
会
定
例
会
第
４
回

（
12
月
10
日
）

平
成
20
年
第
4
回
議
会
定
例
会
は
、
12
月
10
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

提
出
さ
れ
た
議
案
等
は
、
議
案
6
件
が
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
第
3
回
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
平
成
19
年
度
決
算

認
定
に
つ
い
て
も
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

●
議
案
な
ど
の
概
要

議
案
第
１
号

　

長
柄
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

【
可
決
】

※
平
成
21
年
１
月
に
産
科
医
療
補
償
制
度
が
創
設
さ
れ
る
こ
と
に
伴

う
改
正
で
、
国
民
健
康
保
険
の
出
産
一
時
金
を
現
在
の
35
万
円
か
ら

38
万
円
に
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。

議
案
第
２
号

　

長
柄
町
心
身
障
害
児
就
学
指
導
判
定
委
員
会
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

【
可
決
】

※
学
校
教
育
法
の
改
正
に
よ
り
、
本
条
例
に
代
わ
り
学
校
教
育
法
に

基
づ
い
た
町
就
学
指
導
委
員
会
規
則
に
よ
る
特
別
支
援
教
育
の
適
切

な
調
査
、
検
査
、
審
査
、
診
断
、
判
定
、
助
言
等
を
行
っ
て
い
る
こ

と
に
よ
り
、
本
条
例
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
３
号

　

財
産
の
処
分
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

【
可
決
】

※
旧
水
上
中
学
校
跡
地
を
、
食
品
香
料
及
び
濃
縮
ペ
ー
ス
ト
等
の
製

造
販
売
を
し
て
い
る
株
式
会
社
ナ
リ
ッ
ク
ス
（
東
京
都
港
区
白
金

台
）
に
処
分
す
る
に
あ
た
り
、
地
方
自
治
法
第
96
条
第
１
項
第
８
号

及
び
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に

関
す
る
条
例
第
３
条
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の
議
決
に
付
さ
れ
た
も

の
で
す
。

議
案
第
４
号

　

平
成
20
年
度
長
柄
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

　
　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

【
可
決
】

※
１
９
９
５
万
５
千
円
を
増
額
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
は

30
億
４
６
７
０
万
８
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。
主
な
内
容
は
、
総
務

費
で
は
保
健
師
の
産
休
に
伴
う
代
替
職
員
並
び
に
介
護
の
認
定
調
査

員
等
の
賃
金
の
増
。
民
生
費
で
は
老
人
保
護
措
置
費
の
増
、
原
油
価

格
の
高
騰
に
よ
る
福
祉
セ
ン
タ
ー
運
営
管
理
業
務
委
託
の
増
。
衛
生

費
で
は
広
域
市
町
村
圏
組
合
の
負
担
金
の
減
。
農
林
水
産
業
費
で
は

「
道
の
駅
な
が
ら
」
駐
車
場
整
備
補
助
金
の
増
。
土
木
費
で
は
道
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路
・
排
水
維
持
補
修
工
事
の
増
。
消
防
費
で
は
広
域
市
町
村
圏
組
合
の
負
担
金
の
増
。
教

育
費
で
は
小
中
学
校
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
施
設
修
繕
料
の
増
。
諸
支
出
金
で
は
民
生
費
寄

付
金
を
基
金
に
積
立
し
ま
す
。
歳
入
は
、
地
方
特
例
交
付
金
、
旧
水
上
中
学
校
跡
地
の
処

分
に
伴
う
財
産
収
入
、
寄
付
金
、
前
年
度
繰
越
金
等
を
充
て
る
も
の
で
す
。

議
案
第
５
号

　

平
成
20
年
度
長
柄
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て
…

【
可
決
】

※
保
険
給
付
費
を
27
万
円
増
額
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
は
９
億
３
４
９
８
万
６
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
６
号

　

平
成
20
年
度
長
柄
町
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て
…
…
…

【
可
決
】

※
保
険
給
付
費
を
５
１
５
万
６
千
円
増
額
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
は

５
億
４
５
９
１
万
３
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

平
成
19
年
度
決
算
認
定
に
つ
い
て
（
委
員
長
報
告
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

【
認
定
】

※
10
月
22
日
、
23
日
に
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、
審
査
の
経
過
と
結
果
に
つ
い

て
委
員
長
報
告
さ
れ
認
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
に
つ
い
て

問
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
広
く
宣
伝
し
て
い
る
が
、
事
業
経
営
の
今
後
の
見
通
し

は
ど
う
な
の
か
。
ま
た
、
町
や
農
業
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
、
効
果
は
上
が
っ
て

い
る
の
か
伺
い
た
い
。

答
町
は
農
業
の
活
性
化
と
併
せ
て
、
観
光
の
推
進
を
目
的
に
、
平
成
16
年
３
月
に
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会
を
設
置
し
た
。
こ
の
中
で
、
土
台
と
な
る
基
本
構
想
を
作
成
し
、
翌
17
年

に
現
在
の
長
柄
町
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
が
設
置
さ
れ
た
。

　

基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
業
の
活
性
化
に
向
け
た
主
要
施
策
と
し
て
、
農
地
の
利
用
集
積
を
積

極
的
に
推
進
す
る
と
同
時
に
、
農
家
の
後
継
者
育
成
の
た
め
の
営
農
組
合
組
織
の
確
立
及
び
恵

ま
れ
た
自
然
と
地
理
的
条
件
を
活
用
し
、
都
市
住
民
に
余
暇
活
動
を
提
供
す
る
本
事
業
の
推
進

に
よ
り
、
都
市
と
農
村
の
交
流
を
促
進
し
、
農
林
業
の
発
展
に
努
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。

　

今
後
の
見
通
し
と
し
て
は
、
現
在
協
議
会
、
観
光
協
会
一
体
と
な
り
、
基
本
構
想
に
基
づ
き

着
実
に
推
進
し
て
い
る
。

　

営
農
組
合
も
４
組
合
が
設
立
さ
れ
、
う
ち
１
組
合
は
法
人
化
さ
れ
る
な
ど
当
初
計
画
に
沿
い

堅
実
に
農
地
の
集
積
面
積
が
確
保
さ
れ
て
き
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
事
業
に
よ
り
農
林
業
体
験
や
農
産
物
の
直
販
活
動
に
よ
る
農
林
業
の
高
付
加
価
値

化
、
体
験
を
通
じ
地
域
に
伝
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
の
技
の
伝
承
、
都
市
住
民
と
農
林
産
物
の

直
売
契
約
に
よ
る
農
家
所
得
の
向
上
な
ど
の
効
果
も
表
れ
て
き
て
い
る
。

　

各
イ
ベ
ン
ト
の
際
に
は
、
町
農
林
振
興
協
議
会
の
14
組
合
か
ら
野
菜
等
の
直
販
も
行
っ
て
お

り
、
こ
れ
ら
も
農
家
所
得
の
向
上
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

＊
第
４
回
定
例
会
で
は
、
３
名
の
議
員
か
ら
一
般
質
問
の
通
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　

質
問
に
つ
い
て
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

一
　
般
　
質
　
問

吹
野
　
美
才
議
員
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以
上
の
こ
と
か
ら
も
、
本
事
業
に
つ
い
て
は
主
要
施
策
と
位
置
づ
け
、
今
後
も
農
業
、
観
光

両
面
の
活
性
化
に
向
け
事
業
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
コ
ン
サ
ー
ト
長
柄
の
現
状
に
つ
い
て

問
現
在
の
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
コ
ン
サ
ー
ト
長
柄
内
は
、
平
日
に
行
く
と
閑
散
と
し
て
お
り
、
約
半

数
の
店
舗
が
閉
ま
っ
た
ま
ま
だ
が
、
経
営
者
も
変
わ
っ
た
と
の
こ
と
で
、
今
後
の
見
通
し
な
ど

町
長
と
し
て
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

答
現
状
と
し
て
は
、
質
問
の
と
お
り
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

会
社
か
ら
の
定
期
的
な
報
告
な
ど
に
よ
る
と
「
今
後
も
い
く
つ
か
の
テ
ナ
ン
ト
の
撤
退
も
あ

る
と
い
う
状
況
か
ら
、
現
在
の
物
販
の
み
の
運
営
形
態
で
は
限
界
を
感
じ
て
い
る
が
、
今
後
も

引
き
続
き
立
て
直
し
に
向
け
努
力
し
て
い
く
。
」
と
聞
い
て
い
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
ダ
ム
周
辺
は
本
町
の
産
業
及
び
観
光
振
興
の
中
心
的
か
つ
重
要
な
拠
点

で
あ
り
、
今
後
も
町
と
し
て
協
力
す
べ
き
と
こ
ろ
は
し
っ
か
り
と
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
対
応

し
、
支
援
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

町
の
人
口
減
少
に
つ
い
て

問
「
長
柄
町
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
町
づ
く
り
」
を
目
指
す
う
え
で
、
人
口
の
減
少

に
つ
い
て
具
体
的
方
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

答
「
ど
の
よ
う
な
策
が
あ
る
か
」
と
の
質
問
だ
が
、
ご
存
知
の
と
お
り
、
こ
の
国
の
総
人
口
は

平
成
17
年
に
こ
れ
ま
で
に
な
い
人
口
減
少
時
代
を
迎
え
、
本
町
に
お
い
て
も
、
平
成
９
年
の

８
，
９
５
８
人
を
ピ
ー
ク
に
、
以
降
本
年
ま
で
減
少
を
続
け
て
い
る
と
い
う
状
況
で
あ
る
。
こ

の
「
減
少
」
の
流
れ
を
断
ち
、
ま
た
打
開
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
大
変
大
き
な
、
ま
た

広
角
的
な
施
策
を
講
ず
る
こ
と
が
必
要
か
と
思
う
。

　

今
、
全
国
の
地
方
公
共
団
体
は
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
自
治
体
ご
と
の
事
業
の
優
先
度
を

判
断
す
る
、
い
わ
ゆ
る
施
策
の
選
択
と
集
中
の
時
代
と
な
り
、
こ
れ
に
よ
り
地
域
間
の
格
差
が

生
じ
て
い
る
と
い
う
の
が
現
状
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
生
活
者
で
あ
る
住
民
は
、
利
便
性
だ
け
を
求
め
る
こ
と
か
ら
、
生
活
す
る

地
域
の
自
然
や
環
境
と
い
っ
た
付
加
的
価
値
を
求
め
る
方
向
へ
と
変
化
し
て
き
て
お
り
、
市
町

村
も
「
評
価
さ
れ
選
ば
れ
る
」
時
代
に
な
っ
て
き
た
と
思
う
。

　

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
二
点
ほ
ど
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

　

ま
ず
一
点
は
、
地
域
資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
た
町
全
体
の
活
性
化
で
あ
る
。
私
は
本
町
の

地
域
資
源
は
緑
豊
か
な
「
自
然
」
で
あ
り
「
人
」
だ
と
考
え
て
い
る
。
小
さ
な
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
、
す
べ
て
の
町
民
が
元
気
で
活
気
あ
る
生
活
を
営
む
こ
と
が
、
外
か
ら
見
た
本
町

の
魅
力
の
一
つ
と
な
る
も
の
と
考
え
る
。
農
産
物
直
売
所
・
道
の
駅
な
ど
が
賑
わ
い
を
増
し
、

高
齢
農
業
者
が
生
き
甲
斐
を
持
っ
て
生
活
す
る
こ
と
は
そ
の
象
徴
と
い
え
る
と
思
う
。

　

ま
た
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
な
ど
を
通
じ
交
流
人
口
の
一
層
の
増
加
を
図
り
、
活
性

化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

　

も
う
一
点
は
、
「
子
ど
も
の
育
ち
の
環
境
」
と
「
子
ど
も
を
育
て
る
環
境
」
を
充
実
さ
せ
る

こ
と
で
あ
る
。
現
在
進
め
て
い
る
「
認
定
こ
ど
も
園
事
業
」
は
ま
さ
に
そ
の
事
業
で
、
単
に
子

ど
も
た
ち
の
保
育
の
場
を
整
備
す
る
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
子
育
て
世
代
の
親
の
支
援
を
目

的
と
し
た
「
セ
ン
タ
ー
」
を
併
設
す
る
。
支
援
の
形
態
は
様
々
あ
る
が
、
子
育
て
不
安
に
対
応

し
た
相
談
や
、
親
子
の
集
い
の
場
の
提
供
、
一
時
保
育
事
業
な
ど
、
総
合
的
に
支
援
で
き
る
施

設
を
目
指
し
て
い
く
。
そ
の
他
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
一
層
の
充
実
も
計
画
し
て
お
り
、
小

さ
な
町
だ
か
ら
こ
そ
出
来
る
充
実
度
の
高
い
子
育
て
政
策
を
実
現
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　下
水
処
理
関
係
に
つ
い
て

問
現
在
の
進
捗
状
況
と
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
町
で
は
、
平
成
15
年
度
に
長
柄
町
生
活
排
水
処
理
基
本
計
画
を
策
定
し
、
農
業
集
落
排
水
地

区
を
除
く
町
全
域
に
つ
い
て
は
、
平
成
16
年
度
か
ら
戸
別
の
合
併
浄
化
槽
を
整
備
す
る
こ
と
と

し
た
。

　

本
計
画
策
定
の
調
査
時
点
で
、
汲
み
取
り
及
び
単
独
浄
化
槽
の
世
帯
が
１
，
１
０
０
世
帯
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
目
標
整
備
戸
数
を
１
，
１
０
０
基
と
し
、
町
設
置
型
浄
化
槽
整
備
事
業
に

よ
り
推
進
し
て
お
り
、
平
成
19
年
度
ま
で
で
３
５
０
基
の
整
備
と
な
っ
て
い
る
。
本
事
業
に
つ

い
て
は
、
今
後
、
社
会
経
済
の
鈍
化
に
よ
る
影
響
が
予
想
さ
れ
る
が
、
町
の
環
境
保
全
の
た
め

水
質
汚
濁
の
防
止
に
向
け
、
今
後
も
根
気
よ
く
推
進
し
て
ゆ
く
所
存
で
あ
る
。

決
算
監
査
に
つ
い
て

問
目
的
外
等
の
使
用
は
な
い
か
伺
い
た
い
。

答
予
算
の
目
的
外
使
用
は
な
い
。

大
野
　
和
男
議
員
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住
民
負
担
に
つ
い
て

問
健
康
保
険
税
や
診
療
負
担
が
大
幅
に
上
が
っ
た
が
、
そ
の
他
の
住
民
負
担
が
上
が
る
も
の
は

な
い
か
伺
い
た
い
。

答
今
後
の
住
民
の
負
担
増
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
、
介
護
保
険
料
の
改
定
を
予
定
し
て
い
る
。

医
療
制
度
改
革
に
よ
り
本
年
４
月
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
新
た
な
「
後

期
高
齢
者
支
援
金
制
度
」
が
加
わ
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
国
民
健
康
保
険
税
は
全
体
で
税
率

が
上
が
り
、
被
保
険
者
の
皆
様
方
に
ご
負
担
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
医
療
費

の
一
部
負
担
も
、
医
療
制
度
改
革
に
よ
り
70
歳
以
上
で
現
役
並
み
の
所
得
の
あ
る
方
は
、
３
割

負
担
と
な
っ
た
。
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
平
成
12
年
度
に
介
護
保
険
制
度
が
施
行
さ
れ
、

３
年
ご
と
に
介
護
保
険
事
業
計
画
を
定
め
、
保
険
料
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
が
、
本
年
度
、

第
４
期
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
中
で
あ
り
、
保
険
料
の
改
定
に
つ
い
て
３
月
議
会
定
例
会

に
改
定
案
を
提
案
す
る
方
針
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
各
種
事
務
事
業
に
つ
い
て
、
受
益
者
負
担
の
大
原
則
は
堅
持
し
つ
つ
、

す
べ
て
の
経
費
の
抑
制
に
努
め
、
住
民
の
皆
様
の
負
担
が
で
き
る
だ
け
抑
え
ら
れ
る
よ
う
、
努

め
た
い
。

公
民
館
に
つ
い
て

問
決
算
審
査
特
別
委
員
会
で
、
「
幼
保
一
元
化
」
が
終
わ
っ
た
ら
公
民
館
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い

と
の
話
が
出
た
と
聞
い
た
が
、
考
え
を
伺
い
た
い
。

答
今
の
と
こ
ろ
建
て
替
え
の
考
え
は
な
い
。

自
治
体
に
お
け
る
議
会
と
教
育
委
員
会
に
つ
い
て

問
議
会
と
教
育
委
員
会
の
上
下
、
軽
重
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
認
識
の
も
と
に
運
営
を
し
て

い
る
の
か
伺
い
た
い
。

答
そ
れ
ぞ
れ
法
律
に
基
づ
い
た
独
立
し
た
機
関
な
の
で
、
質
問
の
よ
う
な
上
下
、
軽
重
は
な

い
。

　

こ
の
こ
と
は
、
町
長
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

道
路
愛
護
に
つ
い
て

問
道
路
愛
護
に
つ
い
て
以
下
の
点
を
伺
い
た
い
。

　

①
道
路
愛
護
の
実
施
は
必
要
か
否
か

　

②
住
民
と
の
認
識
の
ず
れ
に
つ
い
て

　

③
実
施
時
期
の
問
題
点
に
つ
い
て

　

④
１
回
の
実
施
経
費
に
つ
い
て

　

⑤
近
隣
町
村
の
現
況
に
つ
い
て

答
町
で
は
、
昭
和
38
年
に
長
柄
町
道
路
愛
護
奨
励
規
程
を
制
定
し
、
今
日
ま
で
各
自
治
会
で
組

織
す
る
道
路
愛
護
会
に
よ
り
、
地
元
の
生
活
道
路
等
の
補
修
や
除
草
等
を
共
同
作
業
と
し
て
活

動
い
た
だ
い
て
い
る
。
皆
さ
ま
の
積
極
的
な
活
動
に
深
く
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
質

問
の
趣
旨
は
、
道
路
愛
護
の
実
施
に
つ
い
て
一
考
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
趣
旨
と
存
じ
ま
す

が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
過
去
に
各
自
治
会
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
そ
の
結

果
、
73
パ
ー
セ
ン
ト
の
自
治
会
が
今
ま
で
ど
お
り
年
２
回
の
実
施
で
よ
い
旨
の
回
答
だ
っ
た
こ

と
か
ら
、
現
在
も
年
２
回
実
施
し
て
い
る
。

　

道
路
愛
護
に
係
る
経
費
に
つ
い
て
は
、
平
成
19
年
度
の
決
算
で
は
概
ね
１
回
３
０
０
万
円
ほ

ど
だ
が
、
地
域
の
生
活
道
路
の
改
良
率
や
舗
装
率
も
向
上
し
た
こ
と
か
ら
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
合

材
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
資
材
の
支
給
も
減
少
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
た
め
現
在
は
道
路
の
補
修
よ
り

も
除
草
や
枝
の
伐
採
、
空
き
缶
拾
い
等
の
作
業
が
主
と
な
っ
て
い
る
。

　

近
隣
の
市
町
村
に
つ
い
て
も
、
行
政
の
関
与
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
本
町
と
同
じ
よ
う
に

住
民
主
導
の
作
業
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
あ
る
。

　

日
頃
、
渡
辺
議
員
が
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
地
域
の
皆
さ
ま
が
生
活
道
路
へ
の
愛
着
を
高

め
、
地
域
協
働
の
精
神
が
醸
成
さ
れ
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
だ
と
思
う
の
で
、
今
後
も
道
路
愛

護
に
つ
い
て
は
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

渡
辺
　
規
明
夫
議
員
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11 月 20日、神奈川県足柄下郡箱根町仙石原の認定こども園「仙石原幼児学園」を訪問しました。
長柄町でもかねてより町長の公約であり、平成 22年 4月をめどに幼保一元化である認定こども園を開設したい
とのことで、現在、各地の施設を視察しています。認定こども園については、広報ながらを通じ町民の皆様方もご
承知のことと思います。
仙石原の幼保一元化については、昭和 53年度より検討され当時の文部省、厚生省に陳情を繰り返し行ったが、
受け入れられなかったとのことでした。その後、構造改革特別区域計画の認定を受け、平成 16年 4月より箱根町
幼保一元化により合同保育が開始されました。平成 19年 1月には子育て支援センターを併設し、平成 19年 4月
に国の認定を受けたとのことでした。仙石原幼児学園が神奈川県で第 1号の認定こども園とのことです。この園の
設立にあたり、各方面より反対運動があったとのことですが、箱根町の山口町長は、「今改めて考えてみると、こ
ども園をつくって良かったと思う。いろいろな反対にあったが、何より子どもたちが良かったと言ってくれた。」
とおっしゃっていました。子どもたちからは「たくさんの友達と仲良くなれた。みんなと泥んこ遊びができるよう
になって良かった。」という声が聞かれました。
この自信を元に、山口町長は平成 21年度に湯本地区に二つ目の認定こども園を設立をするとおっしゃっていま
した。
仙石原幼児学園を開設するにあたり、保護者からスクールバスを運行してほしいとの要望が出てくるだろうと考
えられたそうですが、そのような要望はなく、代わりに駐
車場の整備をしてほしいとの要望があったとのことで、立
派な駐車場がつくられていました。
新しい事業を行うには、どこの町でもいろいろな反対等
があると思いますが、これからは保護者ではなく子どもた
ちに「良かった」と言ってもらえるような施設をつくるこ
とが大切だと思います。
この視察に対し、お忙しい中いろいろとご説明くださっ
た山口町長はじめ、仙石原幼児学園の先生方に心より敬意
を表し、結びといたします。

（のざき）
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急に子どもの具合が悪く
なったとき、医療機関にすぐ
に受診させたほうがよいか迷
われたとき、ご相談ください。

看護師・小児科医が電話で
アドバイスをします。

相談日時

毎日・夜間
　　　午後7時~午後10時まで

電話番号

♯8000

（プッシュ回線・携帯電話）
☎043-242-9939
（ダイヤル回線・♯8000をご
利用いただけない場合）

こ ど も 急 病

電 話 相 談

日曜・休日当番医案内
　日曜・休日当番医は、変更となる場合があります。
　消防本部通信指令課（☎24-0119）へお問い合わせください。

診療時間は午前9時~午後5時までです。

長生郡市夜間急病診療所案内
●診療科目:内科・小児科　診療時間:午後8時~午後11時
　茂原市八千代1-5-4（消防署裏）☎24-1010
●夜間急病診療テレフォン案内　午後7時~翌午前6時　☎24-1011

各 種 相 談 日 程
【　町　】
心配ごと相談 1/20㈫、2/2㈪、10㈫ 午前10時〜午後3時 福祉センター ☎35-0260

人権相談
1/20㈫、2/10㈫ 午前10時〜午後3時 福祉センター ☎35-0260
●いじめ　●扶養相続等の家庭問題　●いやがらせ等の悩みごとに関する相談です。

行政相談 2/10㈫ 午前10時〜午後3時 福祉センター ☎35-0260
※心配ごと相談・人権相談・行政相談については、相談日に限り電話でのご相談も受付しています。

子どもの虐待などの相談
児童福祉法が改正されて相談先が広がりました。
児童相談所や福祉事務所に加え、身近な市町村の窓口が子どもに関
するあらゆる相談や虐待の疑いなどの連絡もお受けいたします。

健康福祉班 ☎35⊖2414

【長生健康福祉センター　:　茂原市茂原1102-1　長生合同庁舎内】※該当日が祝日・振替休日の場合は実施しません。　
女性のための健康相談 奇数月第2火曜日、偶数月第3水曜日（予約制）午後1時〜3時 地域保健福祉課 ☎22-5914
未熟児等健康相談 奇数月第1木曜日 （予約制） 午後1時〜2時 地域保健福祉課 ☎22-5167
療育相談 年4回（5月、8月、11月、平成21年2月の第2金曜日） 地域保健福祉課 ☎22-5167（予約制） 午後1時〜2時

こころの健康相談
第1・2月曜日 （予約制） 午後2時〜3時30分

地域保健福祉課 ☎22-5167
第3木曜日 （予約制） 午後3時〜4時

こどもの発達相談 第4火曜日 （予約制） 午後1時〜5時 地域保健福祉課 ☎22-5167
不妊相談 第2木曜日 （予約制） 午後1時〜3時 地域保健福祉課 ☎22-5914
DV相談 毎週火曜日 （予約制） 午前9時〜午後5時 地域保健福祉課 ☎22-5565

エイズ検査・相談
第1・3火曜日 午後1時〜2時

健康生活支援課 ☎22-5167
偶数月第3火曜日 午後5時30分〜7時

骨髄バンク登録受付 第1・3火曜日 （予約制） 午後1時 健康生活支援課 ☎22-5167
肝炎ウイルス検査 第1・3火曜日 午後1時〜2時 健康生活支援課 ☎22-5167
腸内細菌検査（検便） 第1〜4火曜日 午前9時〜11時 検査課 ☎22-5167
【　その他　】
弁護士による無料
法律相談

予約日:2/13㈮　　相談日:2/20㈮
※予約日の当日、午前9時から電話でのみ予約の受付をします。

東上総県民センター（長生合同庁舎内）
県政情報課 ☎25-7830

月 / 日
茂 原 地 区

内　科　系 外　科　系

1/25 に し ざ わ 内 科 （ 2 0 ）3 7 7 7 本 納 整 形 外 科・内 科 （ 3 4 ）5 0 9 1

2/1 大 塚 内 科 （ 2 3 ）6 1 2 1 鎗 田 整 形 外 科 医 院 （ 2 4 ）8 6 8 6

2/8 鵜沢外科内科クリニック （ 3 4 ）2 4 9 6 菅 原 病 院 （ 2 5 ）1 1 7 1

2/11 鵜 澤 医 院 （ 3 4 ）2 0 0 8 君 塚 病 院 （ 2 5 ）1 8 1 1

2/15 山 之 内 病 院 （ 2 5 ）1 1 3 1 公 立 長 生 病 院 （ 3 4 ）2 1 2 1

2/22 渡 辺 医 院 （ 2 7 ）7 7 3 3 宍 倉 病 院 （ 2 4 ）2 1 7 1


